
鳥取県版児童用手話検定「手話チャレ」について 
特別支援教育課 

 

 令和３年度の新規事業として進めている「鳥取県版児童用手話検定『手話チャレ』（以下、「手話チャレ」

という。）」の作成について、進捗状況を御報告します。 

 

１ 鳥取県版児童用手話検定「手話チャレ」の目的 

鳥取県教育委員会では手話教材「手話ハンドブック」を毎年度小学１年生に配布し、多くの学校で活

用されている。また、半数以上の小学校が、手話普及支援員を派遣した手話学習を実施している。 

一方で、手話を学習する学年は限定されがちであり、継続した学習の難しさがある。また、GIGA ス

クール構想による１人１台端末の配布やコロナ禍に対応した学びが求められている。 

１人１台端末を活用し、いつでもどこでも児童が気軽に取り組める「手話チャレ」を作成することに

よって、地域における手話普及の一層の促進を図る。 

 

２ 「手話チャレ」の特徴 

対象 小学校全学年 

内容 ・レベル１～１０を設定し、スモールステップで取り組む。 

・レベルごとに、単語集動画と検定動画を作成。単語集で手話を学んでから検定動画でチャ

レンジするという流れ。 

・動物や食べ物の手話などの他、聞こえない人に関する問題（補聴器の特徴、災害を知らせ

る方法等）も含む。 

運用 ・県内全ての学校が利用可能な Google Workspace を活用し、教員や児童が自分のアカウン

トで「手話チャレ」にアクセスできる。 

・「手話チャレ」サイトには、動画の他に教師用マニュアルや解答用紙、合格証を掲載し、

学校がいつでも実施できる。 

 

   
「手話チャレ」サイトホーム画面          「手話チャレ」レベル１動画 

 

３ 進捗状況及び今後の予定 

令和３年 ６月１５日（火）第１回作成会議 

     ７月１３日（火）～８月１６日（月）ワーキンググループ（レベル３まで動画撮影） 

       １９日（月）タイトルコール録音（岩美北小学校手話クラブが協力） 

１２月２３日（木）オープニング・レベル１動画（案）完成（鳥取東高校放送部が協力） 

令和４年 １月２５日（火）第２回作成会議 

２月末     オープニング・レベル１動画完成 

３月      小中学校長会で周知 

４月      県内小学校に通知、運用開始 

５月～７月   小学校手話クラブで試行 

 

※レベル２以降の動画編集、レベル４以降の動画撮影を順次進め、令和４年度内にレベル１０まで完成

予定。 

※動画編集は複数校に依頼し、より多くの高校生に関わってもらうようにする。 



手話通訳者等派遣件数（専任通訳者・登録通訳者別）について 
障がい福祉課 

 
令和３年度第１回鳥取県手話施策推進協議会において、おって整理の上お示しすることとしていた 

以下の事項についてご報告します。 

記 
 

１ 令和３年度第１回鳥取県手話施策推進協議会におけるご意見の概要 

議事（１）鳥取県手話施策推進計画に基づく手話施策推進状況について資料１ 

（通しページ７、表中） 

（２）手話を使いやすい環境整備 

 ア手話通訳者の養成、派遣事業等の充実 

 【実施施策】 

 手話通訳者養

成研修・派遣

事業 

 

〇手話通訳者等派遣研修 

 … 

Ｒ元年度 867 件（1,046 名） 

Ｒ２年度 531 件  （507 名） 

 

２ 派遣件数の内訳等（登録通訳者には手話奉仕員も含みます） 

（１）手話通訳派遣件数（団体派遣） 

派遣件数と派遣者数は把握しておりますが、内訳の提示は困難です。 
                         （単位：件） 

 Ｒ元年度 Ｒ２年度 
県計 ８６７ ５３１ 

 専任通訳者 ― ― 
登録通訳者 ― ― 

 
（２）各圏域手話通訳派遣件数（市町村事業）         （単位：件） 

 圏域 Ｒ元年度 Ｒ２年度 
 

専任通訳者※ 
 

東部 １，３９２ １，５５９ 
中部 ４１６ ３３２ 
西部 ９１１ ７３８ 
県計 ２，７１９ ２，６２９ 

 
登録通訳者 

東部 １，９２８ １，７６２ 
中部 ２１３ １７４ 
西部 ７７７ ７３４ 
県計 ２，９１８ ２，６７０ 

 
計 

東部 ３，３２０ ３，３２１ 
中部 ６２９ ５０６ 
西部 １，６８８ １，４７２ 
県計 ５，６３７ ５，２９９ 

※鳥取県聴覚障害者協会職員を含む 
 

（３）手話通訳者等数                    （単位：人） 

 Ｒ元年度末 Ｒ２年度末 

専任通訳者 ７ ６ 

登録通訳者（専任を除く） １４９ １６４ 

県計 １５６ １７０ 

可能な範囲で 

・派遣件数の内訳（専任通訳者、登

録通訳者の別）を示されたい。 

・個人派遣（市町村事業）について 

も、どの程度あるか示されたい。 

 



第９回全国高校生手話パフォーマンス甲子園の日程について 

障がい福祉課 

 

令和４年２月３日に開催した手話パフォーマンス甲子園実行委員会総会において「第９回全国高校生手話

パフォーマンス甲子園」の開催日が決定しました。 

第９回大会は下記のとおり令和４年９月２５日（日）に倉吉未来中心で開催します。 

なお、現時点では、現地会場での開催を想定し準備を進めていきますが、新型コロナウイルスの感染状況

によっては、実施方法を切り替えるなど、状況に応じた対応を行っていきます。 

 

記 

１ 期日 

令和４年９月２５日（日） 

 

２ 会場 

倉吉未来中心（鳥取県倉吉市駄経寺町２１２－５） 

※オンラインによるライブ配信も併用して実施 

 

３ 概要 

（１）目  的 

ろう者とろう者以外の者が互いを理解し共生することができる社会を築く「鳥取県手話言語条例」の

理念を実現すべく、全国の高校生が手話言語を使った様々なパフォーマンスを繰り広げる場をつくり発

信することにより、多くの人に手話言語の魅力や手話言語が優れた意思及び情報伝達手段であることを

実感してもらうとともに、手話言語とパフォーマンスを通じた交流の推進及び地域の活性化に寄与する

ことを目的に、「全国高校生手話パフォーマンス甲子園」を“手話の聖地”鳥取県で開催する。 

（２）主  催 手話パフォーマンス甲子園実行委員会 

（３）共  催 鳥取県、公益社団法人 鳥取県聴覚障害者協会 

（４）特別協賛 日本財団 

（５）特別協力 一般財団法人 全日本ろうあ連盟 

（６）出  場 予選審査を通過した１５チーム 

（７）演技内容 

手話言語を使った歌唱、ダンス、演劇、ポエム、コント、落語、漫才などのパフォーマンス 

（８）予選参加申込み 

５月１６日（月）から７月１日（金）まで ※７月１５日（金）が予選審査動画の提出締切 

 

４ 今後の主な日程 

５月１６日（月）～７月１日（金）参加申込み受付 

７月１５日（金） 予選審査動画の提出締切 

７月２８日（木）及び２９日（金）予選審査会及び予選審査結果発表 

９月２４日（土） リハーサル、交流会 

９月２５日（日） 本大会 
 
【参考：過去の大会】 

大会名 日付 場所 

第１回大会 平成２６年１１月２３日（日・祝） 鳥取県立生涯学習センター 県民ふれあい会館 

第２回大会 平成２７年 ９月２２日（火・休） 米子市公会堂 

第３回大会 平成２８年 ９月２５日（日） 倉吉未来中心  

第４回大会 平成２９年１０月 １日（日） とりぎん文化会館 

第５回大会 平成３０年１０月 ７日（日） 米子コンベンションセンター 

第６回大会 令和 元年 ９月２９日（日） とりぎん文化会館 

第７回大会 令和 ２年 ９月２７日（日） 倉吉未来中心※WEB開催 

第８回大会 令和 ３年１０月 ３日（日） 米子コンベンションセンター※WEB開催 

 


